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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物
のかんさつ」・第４集「小さな生きもの
たち」・第５集「文学さんぽ」と第９集
「写真で見る芦屋今むかし２」は各400
円。第６集「芦屋の地名をさぐる」・第
７集「写真で見る芦屋今むかし」・第８
集「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。
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昭
和
四
十
五
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会

に
伴
い
、
阪
神
間
の
自
動
車
交
通
量
の

激
増
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
四
十

三
年
か
ら
国
道　

号
の
上
に
高
架
の
阪

43

神
高
速
道
路
が
造
ら
れ
、
昭
和
四
十
四

年
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
交
通
量
の
問
題
は
一
部
解

消
さ
れ
ま
し
た
が
、
騒
音
や
廃
棄
ガ
ス

な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
起
き
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
道
路
の
一
部

が
傾
き
壊
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
二
年

で
復
旧
し
ま
し
た
。

六
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

架
け
ら
れ
た
当
時
は
、
こ
の
橋
の
上

を
、
親
・
子
・
孫
の
三
代
夫
婦
の
揃
っ
た

家
の
人
が
、
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
塚
は
「
ぬ
え
塚
」
と
呼
ば
れ
、
橋

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
芦
屋
川
に
沿
っ
た
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
北
側
、
芦
屋
公
園
の
な
か
に

ぬ
え
塚
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
大
正

　

海
か
ら
芦
屋
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
第

一
番
目
の
橋
が
、「
ぬ
え
塚
橋
」
で
す
。

　

む
か
し
、
京
の
都
で
「
ぬ
え
」
と
呼
ば

れ
た
怪
物（
頭
が
サ
ル
、体
は
タ
ヌ
キ
、手

足
は
ト
ラ
、尾
は
ヘ
ビ
）が
退
治
さ
れ
、

芦
屋
の
浜
に
流
れ
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
見
た
村
人
た
ち
は
、
た
た
り

を
恐
れ
て
塚
を
作
り
、
弔
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
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宮
川
は
、
打
出
川
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
川
の
長
さ
は
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
十
七
の
橋
が
架
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
旧
西
国
街
道
が

通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、「
西
国
橋
」
が

あ
り
ま
す
。

　

昔
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
こ
の
橋
を

渡
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

左
上
の
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
橋
の

欄
干
は
木
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

向
こ
う
に
は
、
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。

　

地
蔵
堂
の
裏
が
、
ま
だ
田
ん
ぼ
だ
っ
た

こ
ろ
は
、「
地
蔵
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

近
く
に
は
、
市
内
で
二
番
目
に
古
い

市
場
「
芦
屋
市
場
」
が
、
昭
和
四
十
年
代

の
中
ご
ろ
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
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